
企画総務委員会

文教厚生委員会

建設環境委員会

「
非
常
勤
特
別
職
の
職
員
の
報

酬
及
び
費
用
弁
償
等
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
」

【
説
明
】
学
校
運
営
協
議
会
を

新
た
に
設
置
す
る
こ
と
に
伴
い
、

規
定
の
整
備
を
行
う
も
の
と
し
、

そ
の
報
酬
額
を
「
日
額
２
千

円
」
と
定
め
る
。

【
主
な
質
疑
】

問　
多
摩
26
市
で
学
校
運
営
協

議
会
を
導
入
し
て
い
る
自
治
体

は
。

答　
26
市
中
12
市
が
導
入
。

問　
報
酬
額
、
日
額
２
千
円
の

根
拠
、
ま
た
他
市
の
状
況
は
。

答　
今
回
の
報
酬
設
定
は
各
市

の
金
額
も
参
考
と
し
た
。
お
お

む
ね
１
千
円
か
ら
２
千
円
の
幅

で
設
定
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
学

校
運
営
連
絡
協
議
会
の
謝
金
２

千
円
も
参
考
に
し
た
。

問　
学
校
運
営
協
議
会
の
委
員

の
人
数
、
構
成
は
。

答　
10
人
以
内
の
委
員
を
予
定
。

委
員
構
成
は
、
保
護
者
、
地
域

や
学
校
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
方
、

学
校
長
、
教
職
員
を
予
定
。

問　
日
額
の
考
え
方
。
会
議
時

間
の
想
定
は
。

答　
会
議
開
催
時
に
支
払
い
、

１
回
当
た
り
１
時
間
半
か
ら
２

時
間
程
度
の
会
議
を
想
定
し
て

い
る
。

【
結
果
】
賛
成
全
員
で
可
決

①
「
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
」

②
「
介
護
保
険
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
」

【
説
明
】
①
令
和
２
年
度
と
同

様
に
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
影
響
に
よ
り
収
入
が

減
少
し
た
被
保
険
者
等
に
係
る

令
和
３
年
度
分
の
保
険
料
の
減

免
を
行
う
た
め
、
減
免
対
象
の

保
険
料
の
納
付
期
限
を
１
年
間

延
長
す
る
。

②
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
影
響
に
よ
り
収
入
が
減
少

し
た
被
保
険
者
に
係
る
令
和
３

年
度
分
の
保
険
料
の
減
免
を
行

う
た
め
、
納
付
期
限
を
１
年
間

延
長
す
る
。

【
主
な
質
疑
】

問　
昨
年
度
の
減
免
の
実
績
の

概
要
は
。

答　
国
民
健
康
保
険
に
お
け
る

減
免
決
定
件
数
は
令
和
３
年
３

月
末
時
点
で
934
件
、
減
免
の
決

定
総
額
は
９
千
40
万
５
千
639
円
。

介
護
保
険
料
の
令
和
２
年
度
の

減
免
実
績
は
、
件
数
は
88
件
、

金
額
は
466
万
７
千
700
円
。

問　
納
付
者
は
保
険
料
の
減
免

を
ど
の
よ
う
に
知
っ
た
の
か
。

答　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
納
付
書

の
発
送
の
際
に
制
度
の
案
内
を

同
封
し
た
。

【
結
果
】
①
②
賛
成
全
員
で
可

決

「
市
道
路
線
の
認
定
・
変
更
に

つ
い
て
」

【
説
明
】
都
市
計
画
法
に
基
づ

く
開
発
行
為
に
よ
り
設
置
さ
れ
、

市
に
寄
附
さ
れ
た
道
路
。
新
規

市
道
と
し
て
、
道
路
法
に
基
づ

き
市
道
路
線
を
認
定
す
る
。
議

案
第
45
号
の
市
道
路
線
の
変
更

は
、
市
道
の
終
点
を
変
更
す
る

も
の
。
道
路
法
に
基
づ
き
市
道

路
線
を
変
更
す
る
。

【
主
な
質
疑
】

問　
新
た
に
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
や

注
意
喚
起
の
看
板
を
設
置
す
る

場
所
は
あ
る
の
か
。

答　
路
線
番
号
１
７
６
４
号
泉

町
の
市
道
は
、
市
道
１
３
１
８

号
に
接
続
す
る
西
側
の
隅
切
り

に
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
を
設
置
す
る
。

問　
市
道
路
線
の
認
定
に
よ
り
、

管
理
費
や
補
修
費
な
ど
財
政
負

担
が
生
じ
て
い
な
い
か
。

答　
経
年
劣
化
以
外
の
大
き
な

補
修
は
な
い
。
市
道
認
定
に
よ

り
占
用
料
等
の
収
入
も
入
っ
て

く
る
。

問　
路
線
番
号
１
７
４
４
号
線

の
道
路
幅
員
の
変
更
理
由
は
。

答　
今
回
の
開
発
で
造
ら
れ
た

道
路
は
、
交
通
の
転
回
広
場
が

設
け
ら
れ
た
。

【
結
果
】
賛
成
全
員
で
可
決

問　
市
長
の
確
認
団
体
か
ら
出

さ
れ
た
ビ
ラ
を
最
初
は
怪
文
書

だ
と
思
っ
た
。
選
挙
で
対
立
候

補
を
誹
謗
中
傷
す
る
怪
文
書
は

よ
く
出
さ
れ
る
。
そ
れ
が
法
定

ビ
ラ
と
し
て
出
さ
れ
た
。
そ
こ

で
市
民
か
ら
選
挙
無
効
の
申
出

が
さ
れ
、
今
、
市
選
管
の
棄
却

決
定
に
対
し
て
都
の
選
管
で
審

査
が
さ
れ
て
い
る
。
市
長
は
今

回
謝
罪
し
た
が
、
確
認
団
体
か

ら
発
言
は
な
い
。
内
部
や
周
辺

か
ら
は
、
問
題
な
い
と
の
発
言

も
あ
る
。
市
長
は
こ
の
ビ
ラ
を

ど
う
捉
え
て
い
る
の
か
、
何
を

謝
罪
し
た
の
か
、
確
認
団
体
と

の
関
係
を
ど
う
し
て
い
く
の
か
。

答　
様
々
な
声
を
重
く
受
け
止

め
、
候
補
者
と
そ
の
関
係
者
、

不
快
に
思
わ
れ
た
皆
様
、
私
を

支
援
し
て
く
れ
た
方
々
に
、
私

自
身
が
別
の
市
民
の
方
を
傷
つ

け
た
こ
と
を
お
わ
び
し
た
。

団
体
に
は
政
治
活
動
を
行
う
際

は
私
に
お
話
を
い
た
だ
き
た
い

と
話
し
、
理
解
し
て
も
ら
っ
た
。

問　
確
認
団
体
が
怪
文
書
を
出

す
こ
と
を
公
職
選
挙
法
は
想
定

し
て
い
な
い
。
公
職
選
挙
法
の

網
を
く
ぐ
っ
た
者
が
当
選
し
成

功
体
験
に
な
る
。
そ
れ
を
な
く

し
た
い
。
市
長
は
お
わ
び
し
た

が
、
団
体
は
そ
う
思
っ
て
い
な

い
。
私
な
ら
以
後
の
関
係
は
断

る
。
団
体
が
コ
メ
ン
ト
を
発
表

す
る
よ
う
働
き
か
け
る
の
か
。

答　
団
体
は
、
当
面
政
治
活
動

を
行
わ
な
い
、
行
う
場
合
は
私

に
話
す
と
約
束
し
た
。

意
見　
経
過
を
見
て
い
く
。

コ
ロ
ナ
禍
の
女
性
支
援
強
化

問　
コ
ロ
ナ
禍
で
仕
事
も
居
所

も
失
い
、
将
来
を
憂
い
て
自
死

も
考
え
る
女
性
の
増
加
が
懸
念

さ
れ
る
。
ぎ
り
ぎ
り
ま
で
頑
張

り
過
ぎ
て
し
ま
う
、
申
請
書
作

成
が
苦
手
で
支
援
に
繋
が
り
に

く
い
等
の
特
有
の
課
題
も
あ
る

が
、
支
援
体
制
は
。

答　
「
悩
み
何
で
も
相
談
」
で

女
性
の
相
談
に
対
応
し
て
い
る

が
、
就
労
や
健
康
、
家
族
問
題

等
多
岐
に
わ
た
り
、
複
雑
な
経

緯
も
多
い
。
必
要
に
応
じ
て
庁

内
関
係
機
関
に
繋
げ
て
い
る
。

住
宅
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
強
化

問　
生
活
困
窮
者
へ
の
居
住
支

援
の
重
要
性
が
増
し
て
い
る
。

居
住
支
援
協
議
会
の
福
祉
的
役

割
強
化
等
、
取
組
状
況
は
。

答　
相
談
者
の
状
況
を
把
握
し
、

福
祉
関
係
部
署
と
連
携
し
な
が

ら
住
宅
探
し
や
居
住
に
関
す
る

支
援
を
行
っ
て
い
る
。
不
動
産

関
連
団
体
の
住
居
確
保
要
配
慮

者
に
対
す
る
理
解
促
進
の
た
め
、

啓
発
動
画
を
制
作
す
る
。

生
命
の
安
全
教
育(

性
教
育)

問　
内
閣
府
と
文
科
省
が
連
携

し
、
子
ど
も
達
が
性
暴
力
の
被

害
者
・
加
害
者
・
傍
観
者
に
な

ら
な
い
た
め
の
生
命
の
安
全
教

育
副
読
本
が
策
定
さ
れ
た
が
導

入
し
て
は
ど
う
か
。
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ

ス
ク
ー
ル
に
併
せ
、
デ
ジ
タ
ル

性
暴
力
の
対
策
強
化
が
必
要
。

答　
性
教
育
は
都
の
手
引
に
従

い
実
施
。
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
介
し
た
性

犯
罪
に
巻
き
込
ま
れ
な
い
、
適

切
な
意
思
決
定
を
指
導
す
る
。

仮
称
Ｍ
Ｕ
Ｆ
Ｇ
パ
ー
ク

意
見　
市
に
と
っ
て
渡
り
に
船

の
よ
う
な
計
画
。
期
待
す
る
。

問　
周
辺
の
交
通
量
増
加
を
懸

念
す
る
声
が
あ
る
。
駐
車
場
の

位
置
や
台
数
、
車
の
進
入
経
路

な
ど
決
ま
っ
て
い
る
か
。

答　
今
後
協
議
す
る
。

意
見　
住
宅
街
に
車
が
進
入
し

な
い
よ
う
な
誘
導
、
道
路
幅
員

や
歩
道
の
確
保
な
ど
協
議
を
進

め
て
ほ
し
い
。

公
園
で
の
受
動
喫
煙
防
止

問　
市
内
の
公
園
で
の
喫
煙
に

つ
い
て
ル
ー
ル
は
。

答　
受
動
喫
煙
防
止
な
ど
の
喫

煙
マ
ナ
ー
向
上
の
周
知
に
努
め

て
い
る
。

問　
練
馬
区
は
児
童
遊
園
禁
煙
、

三
鷹
市
・
調
布
市
で
は
公
園
と

隣
接
す
る
路
上
が
禁
煙
。
本
市

で
も
検
討
で
き
な
い
か
。

答　
禁
煙
に
し
た
場
合
の
周
辺

施
設
な
ど
へ
の
影
響
を
調
査
研

究
す
る
。

給
食
か
ら
考
え
る
気
候
危
機

問　
本
市
で
の
学
校
給
食
を
通

じ
た
取
組
は
。

答　
地
場
産
農
産
物
を
積
極
的

に
購
入
。
栄
養
士
が
お
便
り
や

校
内
放
送
で
児
童
生
徒
に
説
明

し
て
い
る
。

市
長
選
の
法
定
ビ
ラ
問
題

問　
定
例
会
初
日
に
お
わ
び
し

た
。
こ
れ
で
区
切
り
な
の
か
。

答　
一
つ
の
区
切
り
を
つ
け
さ

せ
て
い
た
だ
い
た
と
考
え
る
。

意
見　
平
井
氏
、
市
長
へ
の
手

紙
や
公
開
質
問
状
を
出
し
た
団

体
・
個
人
に
連
絡
す
べ
き
だ
。

概要
　今定例会予算特別委員会での本決議提出者の質疑において、誤徴収発生
直後の10月、介護保険料の督促状を送付した際に、誤徴収により発送を止
めていた保険料増額者分の納付書との照合を怠ったことにより、99人に誤
って督促状が送付され、うち20人が添付の納付書で不要な納付を行う事案
が発生していたことが明らかになった。
　西東京市議会は池澤市長及び執行部に対して、全庁的な取組による再発
防止策を講じ、事務処理全般における適正な執行体制に改めるとともに、
適時適切な議会への情報提供を行い、議会との信頼関係の再構築に努める
ことを強く求める。

今定例会で可決された決議②

介護保険料特別徴収の誤りに関する決議

議
案
や
皆
さ
ん
か
ら
提
出
さ
れ
た
請
願
・
陳
情
は
、原
則
と
し
て
所
管
の
常
任
委
員
会
等
で
審
査
を
行

い
ま
す
。こ
こ
で
は
、今
定
例
会
に
お
け
る
各
委
員
会
で
の
主
な
審
査
内
容
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

委
員
会
の
審
査
か
ら

企
画
総
務
委
員
会

文
教
厚
生
委
員
会

建
設
環
境
委
員
会

何
で
も
あ
り
の
汚
い
選
挙
を

成
功
体
験
に
さ
せ
て
は
い
け
な
い

森　
　
て
る
お
（
無
所
属
②
）

コ
ロ
ナ
禍
の
女
性
特
有
の
生
活
困
窮
に

寄
り
添
う
西
東
京
市
政
を
前
進
せ
よ
！

納　
田　
さ
お
り
（
無
所
属
③
）

仮
称
Ｍ
Ｕ
Ｆ
Ｇ
パ
ー
ク
に
大
い
に
期
待

公
園
で
の
受
動
喫
煙
防
止
対
策
は

田　
村　
ひ
ろ
ゆ
き
（
無
所
属
④
）
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